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要　約　飼育下にある大型類人猿の育児放棄は，母や育つ環境が影響していることが以前から報告されてい
る。さらに育児放棄された個体はヒトが育てることになり，チンパンジーらしさが十分育たず，チンパンジー
の群れに入れないという悪循環を繰り返してきた。近年，そういった負の連鎖を断ち切るためにさまざまな
試みがなされるようになった。多摩動物公園では2008年に生まれた人工哺育個体（ジン，オス，GAIN識別
番号0705）の群れ入りに成功している。
　本研究では多摩動物公園で母親に育てられた 7 個体の発達と群れ入り後のジンの行動を比較し，早期の環
境剥奪が発達過程に及ぼす影響について検討した。ジンは群れ入り直後は他の個体に比べて，運動発達，認
知発達，社会性発達に遅れが見られたが，いずれも半年後には改善していた。特に道具操作の発達は短時間
で他の個体に追いついていた。一方，指しゃぶりや，肛門に指を差し込むなどの行動が観察されているが，
日常生活に支障をもたらすものではなかった。
　大型類人猿の母子関係はヒトのそれと比較されてきた。本稿では，人工哺育個体の群れ適応の難しさや，
適応の必要要件について取りあげ，ヒトの子育ての特性についても併せて考察した。
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緒 言
　実験施設などで早期に母子分離を経験したマカクには情
緒の安定や社会的適応に問題が見られることが1950年代に
Harlow等によって報告されている。Harlowのアカゲザル
の実験12）以降，マカクを対象に比較心理学の視点から母子
分離に関する実験が繰り返されてきた19，23）。一連の研究は
Bowlby とAinsworth5）のアタッチメント研究と共にヒト
の母子相互作用を考える上で重要な役割を果たしている。
　1970年代になると，同様の問題が動物園や研究施設で飼
育されているチンパンジー，ゴリラなどの大型類人猿で指
摘されるようになった。繁殖行動が見られない，社会的行
動がとれず，群れ入りが難しい，あるいは出産直後の育児
放棄などが報告されている。さらに，育児放棄により人工
哺育となった個体は，母親に育てられた個体には見られな
いような行動が観察され，ヒトへの関心は高いが，群れへ
の適応が困難であった。
　諸般の事情で早期に母子分離され，隔離飼育されたチン
パンジーは，指しゃぶり，自分を抱きしめる，自分を繰り
返し叩く，吐瀉物の吐き戻しの繰り返し，高い頻度での糞
食，体を揺らす，自傷行為などが見られる。これは通常野
生下では見られず，飼育下でも母親に育てられ，群れで生
活している個体ではあまり観察されない行動である11，31）。
　環境要因によって引き起こされる大型類人猿の問題行動
は，ヒトの場合のネグレクトや，極端に貧弱な環境で育て
られた場合と共通している部分がある9）。授乳期間が長く，
少数の子どもを母親が時間をかけて育てる大型類人猿に
とっては，生後数年間の母子関係や養育環境は個体の発達
に多大な影響を及ぼす。近年ではこのような考え方を前提
に，ヒトとチンパンジーを直接比較し，精神疾患，虐待や
ネグレクトの問題の共通点を探る研究も報告されてい
る7，8，16）。
　人工哺育の問題は繁殖や飼育形態に大きく影響するた
め，群れ飼育を前提とした飼育環境の改善が多くの施設で
行われるようになった。その結果，1960年代から80年代に
かけて報告されていたような極端な問題行動は減少し，近
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年の研究は人工哺育個体が群れに入った際の社会的行動
や，長期的な影響，健康状態などに焦点をあてたものとなっ
ている3，4，9，26，27）。また，複雑な群れの中での遊びや社会的
行動の発達の研究も報告されるようになり，研究の目的が，
異常行動や適応の問題から，環境が安定した中での社会性
の発達に移行してきている10，26）。
　子育てに環境や経験が影響する点では，チンパンジーと
ヒトには共通する部分が少なくない。以前はチンパンジー
を見て，ヒトのあり方を検討していたが，近年では，飼育
下の動物の出産，子育てなど繁殖の問題を考える上でヒト
の子育てを参考にする場合もある。例えば，京都大学霊長
類研究所のチンパンジー，アイはヒトの母親教室のように，
出産前にビデオをみるなどして出産に備えた21）。環境的な
制約のために母親が出産，子育てに対応できなかった場合，
ヒトが積極的に介入することで，母親が子どもを自分で育
てられるようになった例18，32）もある。
　近年においては，人工哺育個体を複雑な社会構造の群れ
に入れることが試みられている。チンパンジーとしての社
会性を育む機会を早期から整え，ヒトとの関わりを最低限
にとどめようとするものである。このような同種間の社会
的な関わりを重視した飼育方法の成果はチンパンジーの福
祉を考える上で重要である。ヒトの場合も，さまざまな理
由で乳幼児期の環境が限定されていた場合，社会化のプロ
セスはその子どもの予後を考える上で重要である。従って，
霊長類の人工哺育後の群れ入りの研究は，戦争や幼児虐待
の被害者の適応を促す上でも重要な知見となりうる。
　本研究では，多摩動物公園で生まれ，人工哺育となった
オスの個体（ジン，2008年生まれ，GAIN識別番号0705）
が群れ入りした後の行動観察を通して，群れ入りに必要な
要件や，人工哺育が個体の発達に及ぼす影響について検討
する。また，人工哺育個体が示す問題行動の一部はヒトの
場合のネグレクトの子どもが示す行動とも共通している部
分があるため，大型類人猿共有の問題点についても考察す
る。
方 法
観察場所：多摩動物公園の放飼場からチンパンジー親子の
様子を記録した。多摩動物公園では，常時20頭前後の個体
が群れで生活をしており，複数のオス，メスの複雑な社会
構造を形成している。2000年以降の群れの構成を表 1 に示
す。チンパンジーは，日中は一般公開されている野外放飼
場と小放飼場のいずれかで過ごし，夜は個室（母子は同室）
で過ごしている。野外の放飼場は29.9m×39mで，中央に
は15メートルのポールが 2 本あり，ロープが張り巡らされ
ている。他にも丸太を組み合わせたアスレチック，および
植栽の施された小山がある。屋内展示エリアにはフロアー
ヒーターの広場と，入り口が狭く子どもしか入れないキッ
ズルームがある（図 1 ）。
　放飼場には人工アリ塚，ナッツ割り，自動販売機，空き
缶回収機他複数の食物を得る為の器具が設置されている。
食事は主たるものが夜に個室で与えられ，日中は上記の器
具及び，飼育担当者による投げ入れがある。
対象個体：本稿では，1999年以降に多摩動物公園で生まれ
母親に育てられた 7 個体（表 2 ）と，母親（ピーチ，20歳，
GAIN識別番号0386）が育児放棄した個体（ジン，オス，
2008年 7 月 3 日生まれ）を検討対象とした。養母（サザエ，
推定28歳，GAIN識別番号0293）と放飼場で過ごすように
なってからの様子を中心に解析した。
　ジンは出産直後に母親の養育拒否により人工哺育となっ
た29）。ただし，群れに戻すことを前提に，20日齢から群れ
表 1 ．多摩動物公園のチンパンジー飼育個体数の推移と観察時間
アカンボウ（0-5） コドモ（5-8） ワカモノ（8-15） オトナ（15-）
♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 合計
総撮影時間 
（h）
総筆記記録
時間（h）
2000．4 0 1 0 2 2 2 1 9 17 5 9
2001．1 0 1 0 2 2 2 1 9 17 9.1 12
2002．1 0 2 0 2 2 2 1 9 18 11.3 12
2003．1 0 3 0 1 2 5 1 8 20 17.1 12
2004．1 0 3 0 0 1 6 2 6 18 10.9 12
2005．1 0 3 0 1 0 6 3 7 20 17 12
2006．1 1 4 0 1 0 3 3 8 20 19 12
2007．1 1 3 0 2 0 3 3 8 20 14 12
2008．1 2 2 0 2 0 4 3 8 21 9 12
2009．1 3 2 0 2 0 2 3 9 21 10 12
2010．1 3 1 0 2 0 2 3 10 21 14.1 12
2011．1 2 0 1 2 0 3 4 10 22 14.2 12
2012．1 2 0 1 2 0 3 4 10 22 10.5 12
2013．1 1 0 2 1 0 4 4 10 22 9.5 12
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の個体とのお見合いを繰り返し，343日齢から養母の選択
に向けたお見合いを開始した。488日齢で養母を確定した
後，728日齢に群れ入りした17）。
観察方法：原則として午前中放飼場に出た直後から子ども
を対象に観察を実施した。観察期間は2000年 4 月から2013
年 5 月までであり，月 1 回の個体追跡観察法によるビデオ
撮影と，一部は連続記録法による筆記記録を行った。ビデ
オカメラによる総撮影時間は170.7時間，総筆記記録時間
は165時間であった。そのうちジンの撮影時間は21.5時間，
筆記記録時間は 4 時間である。各年の観察時間を表 1 に示
す。
分析方法：撮影したビデオ及び筆記による観察記録から，
母子分離及び社会的行動，認知発達関連の項目についてジ
ンとその他の群れの中で母親に飼育された 7 個体を比較し
た。本稿では，特定の行動が初めて観察された時期を発達
の指標として用いた。物理的な母子分離の指標として，親
の手が届かないキッズルームへの出入りを用いた。放飼場
に設置された入り口が狭いエリアで， 5 歳前後で出入りが
むずかしくなるが，アクリル板の壁が設置してあり，外か
ら遊んでいる様子を見ることができる（図 1 青色部分）。
社会的行動を発達的に捉えるために，母親や家族以外のメ
ス個体に運ばれる，オトナオスとの相互的な接触，また，
オス個体に関してはオトナメスとのマウンティングを指標
として用いた。これらは母親が子どもと他の個体との接触
を容認した結果であり，子どもの社会性の発達と同時に，
母親の子離れを示唆するものである。また，認知的発達の
指標としては，放飼場内に設置された器具（図 1 赤色部分）
を子どもが使い始める時期を用いた。具体的には人工アリ
塚でのジュースなめと難易度の高いナッツ割りを指標とし
た。観察対象とした行動カテゴリーを表 3 に示す。
結 果
　分析対象とした行動カテゴリーが観察された時期を表 4
に示す。ナッツ割りに関しては，飼育担当者の記録を参考
に記入した15）。ミルに関しては，オトナオスとの初期の接
触時期が不明である。
　母親に育てられた子どもは， 1 歳頃から他のメスに運ば
れるようになり， 1 歳半頃には母親の手の届かないキッズ
図 1 ．放飼場図　
　　　キッズルームは青色で示し，認知的発達の指標とし
て用いた器具は赤で示す。人工アリ塚の内部には
ジュースを入れた深皿があり，木の枝をアリ塚の穴
に差し引き抜くと，枝の先についたジュースをなめ
ることができる。ナッツ割りは台と固定されたハン
マーで構成され，台の上に殻つきナッツを置き，ハ
ンマーで叩くと割れて実を食べることができる（出
典：浅野，2000）。
表 2 ．観察対象個体
ベリー
0623
モコ
　0630＊
ミル
0656
アンナ
0671
ボンボン
0681
ミカン
0686
マックス
0697
ジン
0705
性別 ♀ ♀ ♀ ♀ ♂ ♀ ♂ ♂
生年月日 1999．12．28 2001．4．11 2002．12．15 2005．1．22 2005．10．16 2005．12．28 2007．10．13 2008．7．2
亜種 西 雑 西 西 雑 西 西 雑
母 パイン0019
ペコ
0011
サザエ
0293
マリナ
0355
チェリー
0367
モモコ
0493 マリナ
ピーチ
0386
父 ラッキー0330 ラッキー ラッキー ラッキー ラッキー ラッキー ラッキー ラッキー
＊GAIN識別番号
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ルームで遊ぶようになる。オス個体とのやりとりは 2 歳前
後に始まっていた。子どもは半年単位でその活動の幅を広
げていることがうかがえる。道具使用に関しては，ジュー
スなめが 2 歳半頃，ナッツ割りは半数ができていない。
　ジンの群れ入りから半年間の様子を表 5 に示す。最初は
養母であるサザエも緊張して，茂みの中ですごしていたが，
翌月以降は順調に養母を離れて社会的行動の範囲を広げて
いる。粗大運動は苦手であったが，徐々に克服している。
群れ入り半年後には養母から離れて遊ぶなど，他個体の
18ヶ月水準に追いついた。
　道具使用に関しては母子分離と同時に始めている。人工
アリ塚は群れ入り 3 ヶ月目で興味を持つようになり，枝を
操作するだけの時期を経て 8 ヶ月後には通常の使用方法を
獲得している。長い期間の観察学習が必要とさせるナッツ
割りも比較的短時間で操作方法を獲得している。
　オトナオスとの接触は群れ入りから10ヶ月で観察されて
いる。オトナメスとのマウンティングも同時に観察されて
いる。 3 歳 8 ヶ月には一時間に16回複数のメス個体とのマ
ウンティングが観察されている。比較的年齢の近いオス個
体であるボンボンは同時期におけるマウンティングの観察
記録がなく，マックスは同時期から観察はされているがジ
ンほどの頻度ではなかった。
　群れ入りから半年でジンの行動範囲が広がり，発達が加
速したことがうかがえる。一方で，隔離個体，人工哺育個
体にしばしば見られる指しゃぶりも観察されている。指
しゃぶりは，遊んでいる途中で何か思い通りにならなかっ
た時などに観察されている。時には体を丸め，指をしゃぶ
りながら，一方の手の指を肛門に差し込み，一定のリズム
で体をゆすることもあった。
考 察
　複雑な社会構造の中に人工哺育個体を入れるにはいくつ
かの課題があり，危険を伴うため，慎重に行う必要がある。
今回の成功の要因として 1 ）健康管理， 2 ）ジンをチンパ
ンジーとして育てる， 3 ）群れ入りの時期と方法の 3 点が
挙げられる。ここではこの 3 点について，ヒトとの比較を
通し，子育てにおける環境の役割について考える。
　最初に上げられるのが健康管理と栄養摂取である。哺乳
類は基本的に母親の保護のもと育つことを前提に，保護，
保温，栄養摂取などを全面的に母親に依存する。育児放棄
されたジンは動物病院に入院し，人工哺育を開始している。
チンパンジーの人工哺育技術は確立しており，保育器と調
整粉乳で子どもは成長する。ジンは退院後，離乳がある程
度進んだ段階で養母との生活を始めたが，直後に風邪をひ
き，入院している29）。多摩動物公園では過去にも人工哺育
個体外が 1 歳 2 ヶ月で肺炎のため死亡しており25），この時
期の健康管理の大切さが伺える。
　人工哺育個体の成長にはヒトによる管理が不可欠ではあ
表 3 ．行動カテゴリー
行動 定義
♀に運ばれる
母親から離れて，親族以外の♀個体に
おぶられる，抱かれて運ばれる，手を
引かれて移動する
オトナ♂との接触
本人の了解の上でオトナ♂が触れる，
毛づくろいをするななどの接触がある
（接触を拒否した場合は除外）
キッズルームで遊ぶ
母親に干渉されない空間（キッズルー
ム）に入り，遊ぶ（瞬間的に入ったも
の，母親に引きづり出された場合は除
外）
ジュースなめ
人工蟻塚の穴に枝を定位し，奥まで差
し込み，ジュースを枝先に浸し，なめ
る（枝を軽く穴に差し込む場合は除外）
ナッツ割り
ナッツ割りの台にナッツを載せ，備え
付けハンマーで叩いて割り，食べる
マウンティング
♀の後ろでかがみ，♀の性皮周辺に自
分の骨盤を接触させる （King 1980）
表 4 ．行動が最初に観察された年齢
ジン ボンボン マックス ベリー モコ ミル アンナ ミカン
♀に運ばれる 0：08 0：09 1：00 0：10 1：00 1：08 1：00
オトナ♂との接触 2：10 1：08 1：08 2：00 2：00 不明 2：04 2：08
キッズルームで遊ぶ 2：07 1：03 1：03 2：00 1：09 2：10 1：08 1：04
ジュースなめ 2：11 2：06 2：02 2：06 2：06 2：07 2：03 1：09
ナッツ割り 3：05 未確認 未確認 5：01 2：10 未確認 3：09 3：00
マウンティング 2：10 未確認 2：07
表 5 ．ジンの群れ入りから半年間の様子
日時 ビデオ撮影内容
2010.7
サザエと群れ入り。観察日には，茂みの中から出て
こなかった
2010.8 キッズルームに入って他の個体と遊ぶ
2010.9
オトナ♀との接触を養母が容認，ロープに上ろうと
するが失敗
2010.1
丸太を登る，高所からロープを下って降りる，人工
蟻塚に興味を示す
2010.11 （観察日に放飼場にでていなかった）
2010.12
アスレチックで遊ぶ，人工蟻塚用の枝を手にする
が，まだ使えない
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るが，一方で，チンパンジーとの接触を意図的に導入する
必要もある。哺乳類にとってこの哺乳期間はその後の社会
環境について学ぶ重要な時期で，この時期を母親と過ごさ
ないことは，その後の社会的発達に影響を及ぼす可能性が
ある。従って社会性の発達を考えると，できるだけ早い段
階で養母に渡すことが望ましいが，一定期間は人工的な栄
養摂取に依存せざるをえない。体力を十分つけてから養母
との生活を開始することが望ましいため，移行の時期が重
要となる。
　ヒトの場合は，母親の代理をヒトが務めるため，子ども
は代理の養育者を通して学習することが可能であり，この
ような栄養摂取の問題は起きにくい。
　 2 つ目の課題は，人工哺育個体をいかにチンパンジーに
慣れさせるかである。ヒトに哺乳され世話をされれば，愛
着の対象がヒトとなる。また，チンパンジーに抱かれる，
毛づくろいを受けるといった経験がないため，チンパン
ジーを怖がる，接触を拒否するといった行動が見られる。
人工哺育個体が養母に受け入れられ，養母を介して群れに
入るには，チンパンジーに関心を持つ必要がある。
　ヒトの子どもの場合，養育者になつかない，拒否的であ
る，あるいはヒトへの関心が低いと，愛着が形成しにくく，
育てにくい子どもとなり，時として身体的虐待やネグレク
トを引き起こすことがある。
　最後に，社会生活を送るためには，群れに受け入れられ
る必要がある。チンパンジーは基本的に子ども個体に好意
的ではあるが，見知らぬ個体や，ルールを知らない個体に
対しては攻撃的になりうる。従って群れ入りは段階を踏み，
集団内のルールを学習させる必要がある。本来ならば子ど
もは母親といることで，群れに認められ，子ども同士の遊
びや大人との相互作用のもとルールを学ぶ。人工哺育個体
は最初の 2 年間群れの中での学習する機会がないまま育っ
ている。
　多摩動物公園ではジン以前にも養母を用いて群れ入りを
実施している。1999年に人工哺育個体となったガーネット
は今回と同じ養母サザエに引き取られ， 1 歳で群れのメス
との同居には成功していたが，オスとの同居を前に 1 歳
2 ヶ月で急性肺炎心不全のためで死亡している25）。今回は，
ガーネットの経験をふまえ，飼育担当者たちは群れ入りの
方法を変えている。メスからの導入ではなく，まず群れの
リーダーのケンタ（GAIN識別番号0168）に受け入れても
らい，群れ入りをスムーズに行う方法を用いている。ケン
タを苦手とするサザエにとっては大きな課題となるが，サ
ザエはジンを抱いて自らケンタに挨拶をし，群れ入りの許
可を求めた29）。その後，ジンはトラブルなく群れ入りを達
成しており，その様子は初期の社会的剥奪状態を感じさせ
ないものであった。
　ヒトの場合も，地域に受け入れられることが，母子の生
活の質に大きく影響してくる。地域になじみがない，母親
の精神状態が良くない，子どもの発達に偏りがあるなどの
場合，コミュニティーに入る機会を逸してしまい，母子が
孤立し，子どもの発達に影響がでる場合が少なくない。
　チンパンジーの人工哺育個体が群れ入りに成功している
先行例では，比較的群れが小さい，あるいは人工哺育個体
同士の集団であるなど，あまり複雑な社会構造ではない場
合が多い4，28，30）。その点，多摩動物公園の群れは規模も大
きく，社会構造も複雑であった。この事例は今後の人工哺
育個体の群れ入りの参考となるものである。
　発達経過を見るかぎり，ジンは社会性にやや遅れがあっ
たものの，道具使用などの認知発達には顕著な遅れが見ら
れなかった。放飼場に出てから短時間で器具に興味を示し，
生後間もなくから放飼場に出ていた他の個体と同様のレベ
ルで道具使用技術を獲得している。これは，道具使用に関
しては社会的認知発達のように群れの中での経験がそれほ
ど必要ないためと考えられる。また，ヒトと近いところで
生活していたため，さまざまな道具に馴染む機会が豊富で，
般化が起きやすかった可能性も考えられる。
　時折見られる指しゃぶりなどが，養育環境の影響を示し
ている。母親に育てられる個体は最初の12ヶ月間はほとん
ど親の近くで過ごす。お腹が空くと授乳し，母親の胸の中
で寝る。行動範囲が広がると，母親の保護のもと遊具で遊
んだり，子ども同士で遊ぶ。その後は，母親が多少難色を
示しても母親の元を離れて遊ぶようになる。それでも，放
飼場で何かもめ事がおきれば，瞬時に母親の庇護下に入る
ことができる距離である。そして一通り遊ぶとまた母親の
元に戻って抱かれたり，授乳を繰り返す。まさにアタッチ
メント研究でいう，安全の基地や港を通して行動範囲が広
がっていることがうかがえる。
　こういった関係を 1 歳過ぎまで経験しないままヒトに育
てられたジンはどのように不安を乗り越えているのだろう
か。その対処方略の一つが指しゃぶりや，肛門に指を差し
込むことだと考えられる。ふと不安になったときのコーピ
ング手段となっている可能性がある。このような情緒面の
不安定さが今後のジンの発達にどう影響するかは不明であ
る。特に大人になるとオスは順位社会の中に組み込まれて
いき，順位争いにおいては幼少期の遊びの経験が影響する
という指摘もある24）。ジンが今後どのように群れの中でオ
トナオスとして他の個体と関わっていくかは，人工哺育個
体の群れへの導入を考える際に重要な知見の一つとなるだ
ろう。ただし，動物園のような安定した環境で，なおかつ
メンバー構成も飼育員が決めることができる状況では，群
れのメンバーと問題なく接することができれば，人工哺育
の影響はさほど見られないのかもしれない。
　ヒトの場合，極端な環境剥奪はその後の子どもの社会性
の発達に大きく影響を及ぼす12）。ルーマニアの孤児の事例
からは，環境が改善すると身体発達，認知発達はある程度
追いつくが，社会的認知発達に関しては長期間影響が見ら
れる14）。また養子となる年齢が 2 歳以前と以後ではその後
の社会的適応に違いが見られることが報告されている6）。
　ジンの場合は，早期の養子縁組や，群れ入りへの適切な
サポートが人工哺育個体の順調な群れ入りの鍵だと言え
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る。同様のことはまさにヒトの場合にもあてはまる。チン
パンジーとヒトは同じ大型類人猿として子育ての基本的な
部分を共有しており，両者ともに適切な介入や環境の改善
によって事態の悪化を最小限にとどめられる可能性が示唆
される。
　本研究は 1 ヶ月に 1 度，放飼場に出てくる個体を対象と
した観察のため，詳細な発達の変化をとらえることは難し
い。動物園という限られた環境のため，野生とは異なった
行動も少なくない。その点で，本研究の結果がどの程度一
般化できるかは不明である。しかし，人工哺育個体の群れ
入りの過程を見ることで，社会構造の複雑な群れの一員と
なるために必要な要件や，その獲得方法について垣間みる
ことができると考える。そしてそれはヒトの子どもの発達
を考える上でも参考になるものである。
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The development of a nursery reared chimpanzee （Pan troglodytes） after joining a  
socially complex group.
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Abstract
　Captive great apes are known to have difficulty raising their offspring. Individuals raised in a nursery 
have difficulties adjusting into conspecies social groups.  At Tama Zoological Park, keepers have succeed-
ed in introducing a nursery reared male chimpanzee, Gin （GAIN registration no. 0705） into a complex so-
cial group of over 20 chimpanzees.  
　Keepers minimized human contact and kept the infant near other chimpanzees as much as possible.  A 
foster mother was chosen at 12 months.
　She and the infant met all the members of the group before Gin was put out into the field at 2.  
　The development of Gin is compared with seven mother reared chimpanzees at Tama Zoo.  Gin exhib-
ited a delayed development of motor, social and tool use when he joined the group at age 2 ; but in 1 year 
he was able to play with peers and interact with both male and female members.  He was particularly 
quick in acquisition of tool-use skills, but thumb sucking, which is a typical behavior of nursery-reared in-
dividuals, was observed.
　The development of deprived infants and importance of introduction to the social group at an early age 
are discussed from the perspective of comparative psychology.
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